
１．研究の目的と方法 

グルーバル化の流れを受けて日本でしか通用しない，

偏差値，学力テスト，学歴就職対策等，一つの尺度で

人やものをはかろうとする教育のあり方が大きく見直

されようとしている．このような「正解を伝達しその

習得を求める」教育が結果的に，「判断の根拠や理由

を明確に示しながら自分の考えを述べたり，実験結果

を分析して解釈・考察し説明したりする」学習活動を

保障せず，結果として「学ぶことの楽しさや意義」「自

分の判断や行動がよりよい社会づくりにつながるとい

う意識」を持てない子どもにしてしまうことは，全国

学力・学習状況調査等，各種の学力検査からも明らか

である（大迫：2014）． 

国際社会に生きる主体的で協働的，創造的な人材を

育成するには，「国民形成」から「個人の能力形成」

へ，「正解を伝達する授業」から「考え探究する授業」

へ，「学校の平均点」から「一人ひとり違う多様な能

力形成」へ教育を変換していかなければならない（福

田：2015）．その流れを顕著に示したのが平成29年度

の学習指導要領改訂である（中央教育審議会：2016）． 

 平成29年度版学習指導要領では，改訂のキーワード

として「社会に開かれた教育課程」「主体的・対話的

で深い学び」「カリキュラム・マネジメント」が示さ

れた．まず「社会に開かれた教育課程」では，「どの

ような資質・能力を育むことを目指すのかについて，

地域と学校が認識を共有する」こと，そして「現実の

社会の関わりの中で子どもたち一人一人豊かな学びを

実現する」ことなどが課題として指摘された．例えば

古田（2022）は，市民的資質は多様な政治的社会化の

担い手（エージェント）によって育まれること，学校

教育における市民的資質もそうした学校外の環境との

関係で捉える必要があることを主張している．子ども

は学校外の経験を通じて価値を内在化し，それを教室

や学校にも持ち込む（古田：2019）．また逆に学校で

子どもが獲得した知識や価値観は社会に持ち込まれ，

家族や周りの人々に少なからず影響を与えるかもしれ

ない．学校はこのような双方向的な関係の結節点，す

なわち社会を反映し，社会に反応し，社会に影響を与

える場として意識されなければならない． 

「主体的・対話的で深い学び」とは子どもの資質・

能力を育成するにはアクティブ（例えば，考えるなど

活動的）な学びが必要になるということである．この

立場は権威のある客観的な知識や認識の教授よりも学

習者の納得のできる主観的な知識や認識の共同構築を

重視する．また学力の軸や範疇を知識・認識からコン

ピテンシー(資質・能力)や知的性向などへと拡大・転

換するとともに，共同体の中での成長を重視する視座

を併せ持つ考え方である（渡部：2022）． 

 「社会に開かれた教育課程」及び「主体的・対話的

で深い学び」を実現するのに必要となるのが「カリキ

ュラム・マネジメント」の考え方である．各教科は実

際の社会や世界の様々な側面を切り取りそれぞれ専門

化して教授する．それはいわば「要素還元的」な学び

ではあるが，実社会で様々な要素が絡んだ問題に立ち

向かう力を育てるためには，各教科で学んだことを結

び付けて働かせる必要がある．だからこそ教師全てが

自校のカリキュラム・マネジメントに参加することが

求められている． 

 このように，平成29年度版の学習指導要領では，教

育の方向の大きな変換が示された．問題は実際の教育

現場での実現可能性である． 

 まず，小学校では授業時限と学習内容が増加した．

高学年では外国語が教科として年間70時間，3・4学年
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では年間35時間の英語活動が新設された．他にもプロ

グラミング教育が実施されるなど，小学校の年間標準

授業時数は3年生が945時限から980時限（週28時間），

4～6年生は980時限から1015時限（週29時間）と増加し

た．特に5，6年生は現在の完全週5日制で行うには時間

的に厳しく，教師や児童への負担が懸念されている． 

また，「主体的・対話的で深い学び」を実現するに

は，一方的な説明だけに終始せず，グループディスカ

ッション，グループワーク，課題解決型学習等を取り

入れつつ，学びを深めることが求められる．そのため

には時間的なゆとりが必要になるが，学習内容は削減

されず，むしろ逆に増加した．つまり知識の量を削減

せず，質の高い理解を図るための学習過程の質的向上

を求めている．教師は，すべての子どもたちに教科書

の知識や授業の内容を習得，定着させることで時間を

費やし，質の高い知識を保障する授業時間の確保は難

しいことが予想される．さらに学力差の大きい公立

小・中学校におけるアクティブラーニングの導入には、

学習に苦手意識をもつ子どもや遅れがある子どもに最

大限配慮しなければ，彼らにとっては「つらい残酷な

授業」になってしまう可能性も否めない．「テスト的」

な学力，科学知の重視，教科の分科，工学的・計画的

アプローチの重視という既存の学習観を維持したまま，

グローバル化に対応する質の高い学力を保障しようし

たところに新学習指導要領の問題がある（小針：2018）． 

そこで本研究では，「判断の根拠や理由を明確に示

しながら自分の考えを述べたり，実験結果を分析して

解釈・考察し説明したりすること」ができ，「学ぶこ

との楽しさや意義」「自分の判断や行動がよりよい社

会づくりにつながるという意識」をもつことができる

教育課程（カリキュラム）の在り方について，国際バ

カロレア（以下IBと示す）カリキュラムの実践をもと

に検討する．IBは文部科学省が「国際バカロレアの主

旨のカリキュラムは，思考力・判断力・表現力等の育

成をはじめ学習指導要領が目指す『生きる力』の育成

や，日本再生戦略が掲げる課題発見・課題解決や論理

的思考力，コミュニケーション能力等の重要な能力・

スキルの確実な修得に資する」と述べているように（文

部科学省：2019），新しい教育のあり方を模索する公

立小学校のカリキュラム・マネジメントの示唆となる

ものである． 

2022年度に英数学館小学校で実践された単元

“Sharing the planet（この地球を共有するというこ

と）」の分析を通して，質の高い学力を保障する教育

カリキュラムの在り方について提案する．

２．PYP（Primary Years Programme）の理念と方法 

IBの教育目的は以下のとおりである． 

 多様な文化の理解と尊重の精神を通じて，より良い

平和な世界を築くことに貢献する，探究心，知識，思

いやりに富んだ若者の育成を目的とする．これを実現

するために学校や政府，国際機関と協力しながら，国

際理解の精神と，厳密な評価の精神に則った教育課程

の開発に取り組む．これらの教育課程は，世界各国の

子どもたちが，自分と異なる考えの他者にもまた理由

があることを理解するような，行動的で，思いやる心

を持ち，生涯学習になるように働きかけることである

（中村：2019）． 

表1 初等教育段階でのＩＢ教育と現在の日本の教育内
容・教育方法を比較（福田：2015）

すべてのIB教育課程はこの「バカロレア教育理念」

に基づいて構成される．この教育課程の最終的なゴー

ルは，授業を通じて構成される10の学習者像（探究す

国際バカロレア 日本の現状 

①学校教
育の目的

10の学習者像の実
現． 

学習指導要領に規
定される知識・技
能の習得． 

②教科の
設定

コア・カリキュラ
ムに近い．教科横
断的テーマに各教
科を関連付けて単
元を構成する．

ほぼ一律に厳密に
内容が教科に規定
される． 

③単元づ
くり

教科横断的な「探
究の単元」が中心． 

教科ごとに設定．
互いに重複しない
ように作成する． 

④教育内
容の系統
性・順序の
構成

枠組みのみ指定さ
れる． 

学年別に学習指導
要領で詳細に規定
される． 

⑤教育内
容の広が
りと深さ
の構成

枠組みのみが指定
される． 

学年別に学習指導
要領で詳細に規定
される． 

⑥年間指
導計画の
作成

各学校で作成． 教科書に従うのが
実際． 

⑦教材の
選択

各教員が選択また
は作成． 

検定教科書を使用
する． 

⑧授業 一般的・包括的な
知識・技能は，個
人が個別に学び，
授業は子どもが集
団で探求・探究す
る。教師は学習活
動を支援する． 

一般的・包括的な
共通の知識・技能
を伝達・教える． 
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る人・知識のある人・考える人・コミュニケーション

ができる人・信念をもつ人・心を開く人・思いやりの

ある人・挑戦する人・バランスのとれた人・振り返り

ができる人）である． 

 教育の理念，目指す学習者像をみると学習指導要領

が目指す子ども像とさほど距離感はないように思える．

しかしながら，教育内容，教育方法を比較すると大き

な違いが明らかとなる. 初等教育段階でのIB（Primary 

Years Programme，以下PYPと示す）と現在の日本の教

育内容・教育方法を比較したものが表１である. 

表2 PYPカリキュラムの枠組み（知識部門の６テーマ） 

① Who we are (私たちは誰なのか)

自分自身の性質，信念と価値観、個人的・身体的・精

神的・社会的そしてスピリチュアルな健康，家族・友

人・コミュニティー・そして文化圏を含めた人間関係，

権利と責任，人間であるということはどういうことな

のか、ということに関する探究． 

② Where we are in place and time

(私たちはどのような場所と時代にいるのか)

場所と時間への適応，個人の歴史，家と旅，人類によ

る発見・探検・移住、地球規模そして地域レベルの観

点から見た個人と文明の関係性と相互的な関連性に

関する探究． 

③ How we express ourselves

（私たちはどのように自分を表現するか）

私たちはどうやって考え・感情・自然・文化・信念・

価値観を発見し表現するのか，私たちはどうやって自

分の創造性について考え，それを発展させ，楽しむの 

か，また，私たちの美の鑑賞についての探究． 

④ How the world works

(世界はどのような仕組みになっているのか

自然界とその法則ついて，自然界（物理学的および生

物学的な）と人間社会のかかわり，科学の原理につい

て理解したことを人間がどのように利用しているか，

科学的・技術的な発展が社会と環境に与える影響に関

する探究． 

⑤ How we organize ourselves

(私たちは自分たちをどう組織しているのか)

人間が作ったシステムとコミュニティーの相互的な

関連性，組織の構造と機能，社会的意思決定，経済活

動とそれが人間と環境に与える影響に関する探究． 

⑥ Sharing the planet

(この地球を共有するということ)

限られた資源を他の人々そして他の生物とどのよう

に分け合うかということに取り組むうえでの権利と

責任について，コミュニティーとは何か，そしてコミ

ュニティー内およびコミュニティー間の関係性、機会

均等の実現について，平和, そして紛争解決について

の探究． 

表1から読み取れる日本の教育のIB教育第1の違いは，

学習すべき内容を順序だてて系統的に展開するカリキ

ュラムか，子どもが置かれた文脈を基盤とする社会文

化的なカリキュラムかという点である．前者は子ども

の生活の文脈より学問的・科学的知識の習得を重視す

るが，後者は子どもの興味や関心により体験的な活動

を重視して学習活動を展開する．第2の違いは教育方法

である．日本の教育は，おしなべて①教育目標を立て

る，② ①を達成するためのより具体的な目標（行動的

目標）を立てる，③その行動的目標を実現するための

教材を作成する，④授業計画を立て，実践する，⑤行

動的目標にしたがって評価する，という工学的なアプ

ローチをとる. しかしIB教育では，教育目標を設定し

た後，その教育目標を十分に理解した「専門家として

の教師」が, その経験と技術を生かして「創造的な教

授・学習活動」を支援する．またその学習活動によっ

て学習者に何が引き起こされたか，一面的でなく多様

な視点からできる限りくわしく記述する羅生門的アプ

ローチをとる．

両者の比較からIB教育は「10の学習者像」の実現を

めざすコンピテンス・モデル，日本の教育は「わかる・

できる」ことを重視したパフォーマンスモデルでカリ

キュラムを構成していることがわかる．目指すべき学

習者像を目指すPYPの授業は，子ども・地域・社会・世

界の実態から柔軟にカリキュラムを編成するため，必

然的にコア・カリキュラムとなる．コアの核となるの

は教科横断的テーマ（以下，TDTと示す）であり，国際

バカロレア機構が指定する「６つのテーマ」をもとに

子ども，地域社会，学校の実態に合わせて設定される．

資料2はPYPカリキュラムの枠組み（知識部門の６テー

マ）を示したものである．

このように，IB教育の教育理念・教育方法はパフォ

ーマンスベースからコンピテンシーベースへの変換を

目指す小学校教育の指針となるものである．実際にIB 

のカリキュラム・マネジメントによって，子どもに 

どのような資質・能力が形成されたのか実践結果をも

とに３章以降で明らかにしていく． 

（紙田 路子） 

３． 単元“Sharing the planet（この地球を共有するという

こと）」”の実践 

３－１．単元構成 

本単元のTDTは，「Sharing the planet（この地球を

共有するということ）」である．PYPでは１年間を通し，

このような６つのTDTを軸に，複数教科で単元を進めて

いく．本単元ではこのTDTの元に，「Sustainability is 

dependent upon the actions of individuals and 

communities（持続可能性は個人やコミュニティーの行

国際バカロレア教育が学校教育改革に与える示唆 
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動様式に依存する）」というセントラルアイデアを立

て，表３の「Lines of Inquiry及び, キーコンセプト」

を作成した．さらに単元を３つの構成（Line）に分け，

各Lineで重要視するキーコンセプトを設定し，単元の

流れを立てた．この表をもとに，表４の単元計画を作

成した． 

Line 1「生態系を維持するための様々な要因」では

UOI(Unit of Inquiry:以下UOIと示す)①②において, 

川の汚染を示す写真から「川にゴミが浮いていたり，

川の魚が死んだりするとどうなるのか」について予想

させる活動を行う．川の汚染という事実を，自分たち

も関わる問題として意識させることがねらいである．

理科「生き物のくらしと環境」の学習後，UOI②で「生

態系」について調査活動を行い，UOI③の身近な生態系

の調査につなげる．これらの活動に国語「固有種が教

えてくれること」，理科「絶滅危惧種としてのメダカ」

の学習を関連付け，「環境の汚染」という問題を多様

な視点からとらえられるようにした． 

Line２「生態系維持のための生命体の相互依存」の

UOIの主な課題は「持続可能な社会の実現のための，身

近でできる取り組み（ESD）の調査と検討」である．社

会科では川の調査，博物館見学を通して芦田川の生態

系の特徴と課題について学習する．さらに「国土の環

境を守る」の学習では，事例研究を通して「良い環境

は人間の生活をよくする」ことについて理解を深める．

理科の「花から実へ」および「メダカの誕生」の学習

では生命が引き継がれていく様子を科学的に分析する

こと，道徳「ひとふみ十年」「ワインが水になった話」

の話し合い活動では，自然と人との付き合い方，一人

一人が果たす役割の大切さについて共感的に理解する

ことを目的とした． 

 Line3「生態系バランスを維持するための人々の責

任」では，生態系の維持に関わる問題について「人間

と生態系がwin-winの関係になるには私たちの生活様

式をどのように変えていけばよいか」考え，話し合う

活動を行う．環境や生態系の破壊は食べる・使う・作

ると言った人間の生活様式の変化に大きく影響してい

る．例えば効率化を重視した近代資本主義は，大量生

産，大量消費を行うことを是とし，その結果，地球温

暖化など持続可能な社会に大きな危機をもたらすこと

になった．そこでLine3では，「生態系維持は私たちの

豊かな生活にもつながる」ことを再確認した後で，「人

間と自然のwin-win関係」の構築のために変えるべき生

活様式について話し合い，実践することを目的とした． 

本単元計画の特徴として以下の点をあげることがで

きる．第1に，国語，社会，道徳，理科，そして探究的

な学習であるUOIなど，様々な教科を横断的に関連させ

た単元を構成したことである．本単元では「Sharing 

the planet（この地球を共有するということ）」とい

う大きなテーマをコアとし，必要な各教科の内容を関

連付け構成した．特に道徳を活用した児童の課題への

意識付けは効果的であると考える．第2に様々な人との 

表3 「Lines of Inquiry及び，キーコンセプト」 

Line1 Causation(原因) 生態系を維持するための様々な要因 

① What are the factors that sustain the ecosystem? 

生態系（地球）を維持する要因は何か？ 

② What is an ecosystem? 

生態系とは何か？ 

Line2 Connection(関連) 生態系維持のための生命体の相互依存 

③ Which factors can be controlled or can’t be controlled by human? 

人間によってコントロールできる要素とそうでない要素は何か？ 

④ Why is there ecological imbalance? 

なぜ生態系のアンバランスが存在するのか？ 

⑤ Why are the organisms interdependent to one another? 

なぜ生命体は相互に依存するのか？ 

Line3 Responsibility(責任) 生態系バランスを維持するための人々の責任 

⑥ What are my responsibilities to sustain ecological balance? 

生態系のバランスを維持するための私自身の行動の責任は何か？ 
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UOI 国語 社会 道徳 理科

①

1h J
川にゴミや死んだ魚が浮いてい
る写真を見て、「川にゴミが浮い
ていたり、川の魚が死んだりす
ると、何が起きるのか」について
考える

4h J
「生態系」というワードに興味関
心を持ち、本やインターネットを
活用して調べ学習を行う

２h J
「生き物のくらしと環境」を学習
し、メダカの生態を理解する

3h J
校庭で身近な生態系を探す

2h J
「固有種が教えてくれること」の
学習を振り返り、「絶滅危惧種」
について理解する

２h E
食物連鎖パズルの活動を通し、
「食物連鎖」というワードに興味
関心を持つ

③

5h J
「国土の環境を守る」より、「環
境とわたしたちのくらし」を学習
し、「自然を害するとその害は人
間に帰ってくる」ことや、「良い環
境は人間の生活も良くする」こと
に気付く

３h J
メダカは絶滅危惧種であること
に気づく

④

3h J
芦田川と、見る視る館へ行き、
芦田川の生態系と課題を理解
する

2h J
身近な「持続可能性」について
考え、それが実現できているか
を話し合う

1h J
「ひとふみ十年」を学習し人間の
消費は、自然の循環のリズムを
壊すスピードであることに気付く

1h J
「ワインが水になった話」を学習
し、自分には関係ないという気
持ちに気付く

３h J
「魚のたんじょう」を学習し、メダ
カの生態を理解する

４h J
人間と生態系がWinWinな関係
になるよう、行動様式（生活スタ
イル）をどのように変えてい行く
のがよいのか話合う

３ｈ E
食物連鎖について、各グループ
で意見をまとめ、発表する

J・E
夏休みの宿題として、
・「Action of UOI」をテーマにした作文

・「食物連鎖」を表すポスター作り

・「食物連鎖」を表すジオラマ作り

に取り組む

⑥Line3

⑤

１０h E
「花から実へ」を学習し、植物は
どのように生命を繋いでいるの

かを理解する

教科

Line1

②

Line2

表4 単元「Sharing the planet（この地球を共有するということ）」の全体像 

【写真１】 

【写真２】 【写真３】 

【写真４】 【写真５】 

【写真６】 

【写真７】 

【写真８】 【写真９】 
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関わりを保障したことである．調べ学習では本校の司

書教諭，外国語での学びは外国人の教員，社会科見学

では浄水場で働く人々，発表及び実践では保護者，と

いう様に，学習の中で児童と様々な人々が関わる機会

を保障した． 

 

３－２．単元の実際 

（１）Line１「生態系を維持するための様々な要因」 

①「 What are the factors that sustain the 

ecosystem?－生態系（地球）を維持する要因は何か」

では，児童の環境に関する興味・関心を引き出すこと

を目的に，芦田川に着目させた．芦田川は福山市箕島

町において瀬戸内備後灘に注ぐ，幹川流路延長86km、

流域面積860㎞２の一級河川である．2022年3月7日に「エ

フピコアリーナふくやま」【写真１】が下流エリアに

開設され，休日は多くの市民がスポーツを楽しんでい

る．一方で下流には多くの生活ゴミが流れており【写

真２】，魚の死骸も確認できる【写真３】ため，川に

生息する野鳥等の生態系への影響が懸念される．授業

では写真資料を提示し，芦田川の汚染の実際について

視覚的にとらえるようにした．児童は「汚い，臭そう」

「誰が捨てたのかな」「実際に川を見に行きたい」な

ど，身近な川の汚染に対して興味関心を持った．「実

際に川を見に行きたい」という多くの児童の発言から，

実際に川を観察にいく計画を立てた． 

②「What is an ecosystem? －生態系とは何か？」 

では，「生態系」というキーワードをもとに，「川に

ごみがあるとどんなことが起こるか？」「川の魚が死

ぬと何が起きるか」についてグループで話し合った．

まず，ワークシートの「Think」の欄に，これまでの知

識と関連付けて問いに対する予想を立てた．「Think」

の欄の記述を分類ごとにまとめ，数の多い順に並べた

ものが資料１である．児童のワークシートから「生態

系」というキーワードを知っていない児童も，それに

関連する知識は日常生活の中ですでに身につけている

こと，特に記述の中に多く見られた「病気・環境・生

態系・絶滅・赤潮」の単語から生態系に関する考えを

導きだそうとしていることがわかった． 

「Wonder」の欄にはもっと知りたいことや，取り組

んでみたい活動を書いた．具体的には以下のような記

述が見られた． 

〇 ポスターを制作したい 

〇 みんなに芦田川の状況を呼びかけたい 

〇 水質検査をしたい 

〇 川を見に行きたい 

〇 ゴミがどこから来て、どこに行くのかについて調

べたい 

〇 魚の死因を調べたい 

〇 人間への影響を知りたい 

 

資料１ 「Think」の分類 
 分類     実際の記述 
川や海の生物
への影響を示
唆したもの 
（14） 
 
 
 
 
 

魚が減っていく． 
食料が減ってしまう． 
違う動物も死んでしまう． 
魚がいなくなる． 
日本食のおいしい魚が食べられなくなる． 
ほかの側で生きている生き物も生きづらくなる． 
水族館がなくなる. 
海の魚も死ぬ． 
他の魚も死ぬ． 
そこに生き物が住むことが難しくなる． 
魚が死ぬ． 
魚が死んじゃうと他の魚に伝染る． 
プランクトンが増える． 

川の汚染に関
するもの（９） 

川が汚れる． 
海や川全体も汚くなっていく． 
川がどんどん汚くなる． 
川が汚れたり臭くなる． 

川が汚くなる． 
川にあったゴミが海まで流れていってしまう． 
川が汚くなって海にも被害が出る． 
見た目がよくない． 
見た目が汚くなる． 

人間への影響
を示唆したも
の（９） 

人間に害を与える． 
人間にも害がある． 
漁師や海人さんがいなくなる． 
魚が食べられない． 

地域に住めなくなる． 
みんなにも被害が出る． 

嫌な気持ち． 
ストレス． 
死んだ魚が来たら道が通れなくなる 

「病気」とい
う単語が直接
的に出たもの
（６） 

病気になる可能性がある． 
病気が広がる． 
病気が生まれる． 
病気がうつる可能性がある． 
病原体の発生． 
病気が起きやすくなる． 

「環境」とい
う言葉が直接
的に出たもの
（６） 

環境が悪くなる． 
環境が壊れる． 
ゴミがあると環境に悪い．（２） 
環境汚染になる． 
環境に悪い． 

「生態系」と
いう言葉が直
接的に出たも
の（４） 

生態系が崩れる→絶滅． 
生態系が崩れる． 
生態系のピラミッドが崩れる． 
生態系が壊される． 

臭いに関する
もの（３） 

悪臭がする． 
臭くなる（２）． 

「絶滅」という言
葉が直接的に出
たもの（３） 

絶滅するものが出てくる． 
魚が絶滅する恐れがある． 
絶滅． 

「赤潮」という単
語が直接的に出
たもの（２） 

赤潮．（２） 

 

その後「生態系」というキーワードを取り上げ，生
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態系に関する調べ学習を行った．図書館司書と協力し

て生態系に関する本を特集したコーナーを作ったり，

図書室で調べ学習を行ったりする活動を行った．資料

２は児童Tの調べ学習の実際の記述である．書籍から収

集した情報と経験をもとに「生態系」の意味を自分な

りに解釈し，イラストも踏まえて表現している． 

資料２ 「生態系」についての児童の記述 

（２）Line２「生態系維持のための生命体の相互依存」 

③「Which factors can be controlled or can’t be
controlled by human? －人間によってコントロールで

きる要素とそうでない要素は何か？」では，人間によ

って住処を追われている生き物がいることを意識づけ

るけることを目的に，理科の学習を生かし「なぜ、メ

ダカが絶滅危惧種になったのか」を調べる活動を行っ

た．まず，前単元で学習した国語科の単元「固有種が

教えてくれること」を振り返り，絶滅危惧種について

振り返った後，問いについて本やインターネットを通

して調べた．最初は主に書籍で絶滅危惧種になった理

由を調べたが，有力な情報が得られなかったため，ほ

とんどの児童が情報リソースをインターネットに切り

替えていった．資料２は児童Oの調べ学習の実際の記述

である。ワークシートには，①「なぜ，メダカが『絶

めつ危ぐ種』になったのだろう？（調べ学習）」②「ま

とめ（自分なりの結論）」③「友達の考えを聞き，思っ

たこと・おどろいたこと・調べたいこと」④「メモ（そ

の他）」の4つの項目を設けた．児童のワークシートの

一部を資料３に示した．児童は，①②において絶滅危

惧種になった理由を多様な情報リソースからまとめ，

③ではクラスメートの意見を聞くことで自分にはなか

った新たな考えを付け加えた．また，④では「絶めつ

危ぐ種に登録されている動物」という項目を自ら設け,

レッサーパンダとジャイアントパンダの「分類・生息

地・絶滅危惧種になった理由」をイラスト付きで記述

している．絶滅危惧種について調べることで，「農薬」

「外来種」「生息地の減少」「生息環境の変容」など，

人間の行動が意図しない結果を自然にもたらしている

ことを理解できた． 

資料3 児童の調べ活動のワークシート 

④「Why is there ecological imbalance? －なぜ生

態系のアンバランスが存在するのか？」では，調べ学

習で得た生態系や絶滅危惧種に関する知識を，実際に

自分の目や耳や体で確かめることを目的に，芦田川及

びその資料館である「見る視る館」の見学に行った．

芦田川では，①川の様子②ゴミの量や種類③川に住む

生き物④メモの4つの項目について，これまでの学習で

身につけた知識を着眼点にして，見学・調査活動を行

った【写真４･５】．複数の児童が川のゴミ拾いをする

ことを提案し，ゴミ袋いっぱいにゴミを集めたりもし

た． 

資料４ 「パックテスト（水質調査）」の児童の記述とその分析 

記述 考察 

児
童
Ａ

芦田川はパックテストによると

5～10㎎/Lに入るので,「汚い」

で、コイやフナしか住めません. 

判断の根拠や理由を

明確に示しながら自

分の考えを述べてい

る. 

児
童
Ｈ

川を汚さない取り組みを続けよ

うと思った。これからも川にご

みを捨てない取り組みを続けよ

うと思った. 

自分の判断や行動が

よりよい社会づくり

につながるという意

識を持っている. 

児
童
Ｓ

醤油やトッピングのような食べ

残しや飲み残しを川や海に捨て

るとすごく汚くなってしまう. 

獲得した知識を日常

生活と関連付けてい

る. 

児
童
Ｙ

きれいだと思っていた川の水は

意外と思っていた数値と違って

いた. 

予想と結果を比較し

て考えを述べてい

る. 
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芦田川の資料館である「見る視る館」では，施設職 

員から芦田川の概要（プレゼンテーション）の説明を

受けた後，児童が芦田川で取水した水の水質調査や館

内見学を行った【写真６・７】．「パックテスト（水質

調査）をして，分かったこと，気づいたこと」につい

ての児童の記述とその分析をまとめたものが資料４で

ある．資料４から，本やインターネット等多様な情報

ソースを活用して得た知識を実際の見学，検査で確か

めることにより，生態系のアンバランスを実感として

理解するだけでなく，自分たちの生活スタイルを見直

すきっかけにつながったことが読み取れる． 

⑤「Why are the organisms interdependent to one 

another? －なぜ生命体は相互に依存するのか？」は，

主に情意面，道徳的視点から，人間と自然との関わり

方について考える授業として位置づけた．A「自然を大

切にしよう」B「自然を守るためには一人ひとりの行動

が大切」，という心情を育むことを目的に特別の教科

道徳の授業に取り組んだ．Aの達成には「ひとふみ十年」

を，Bには「ぶどう酒が水になった話」の教材を活用し

た． 

「ひとふみ十年」は，「登山中に高山植物であるチ

ングルマを踏み潰してしまった主人公が，自然解説員

から，一度踏んでしまうともとに戻るのに十年かかる

と聞き，自然の大切さに気づく」という物語である．

授業では，学級全体で立山の紹介動画を鑑賞した後，

「チングルマの年輪に驚いた勇（主人公）はどんな思

いを持ったのか」について全体で話し合った．資料3

はもう一つの道徳教材「ぶどう酒が水になった話」の

あらすじを示したものである． 

 

資料５ ぶどう酒が水になった話 

 

「なぜ，ぶどう酒は水になってしまったのか」につ

いて，児童は当初「誰かが樽を入れ替えた」「先生の舌

がおかしくなってしまった」「村人がみんな嘘をついて

水を入れた」と予想を立てた．「ワインの値段が高かっ

たため，ほぼ全ての村人が『自分くらいいいか』と，

水を樽の中に流し込んだ」という事実を知り，「『自分

くらいいいか』という気持ちが，ぶどう酒を水に変え

てしまった」ということ，つまり一人一人の自己中心

的な行動が全体として悪い結果をもたらすことを理解

した．資料６は，２つの教材の話し合い後の児童の感

想である． 

 

資料６ 「ひとふみ十年」「ぶどう酒が水になった話」の話し

合い後の児童の感想（一部抜粋） 

児童 F 
花は普通のものだと思っていたけど,すご

く偉大だった. 

児童H 

僕はいつも気づかない間に植物を踏んじゃ

ったけど,次からは踏まないように気をつ

けようと思った. 

児童K 花は大事にしないとダメだと思った. 

児童O 植物も生きているのだから大切にしたい. 

児童S 

1度踏んだら戻るまで十年と言う意で｢ひと

ふみ十年｣というのがある。｢自分くらいい

いでしょ｣が大きな事を招く. 

 

 道徳の授業から児童は自然の尊さや生きることの大

変さに気付くとともに，一人一人の身勝手な行動が全

体の大きな損失をもたらすこと，またそれが私たちの

生活にもかえってくることを理解することができた． 

 

（３）Line３「生態系バランスを維持するための人々

の責任」 

「⑥What are my responsibilities to sustain 

eco-logical balance? －生態系のバランスを維持する

ための私自身の行動の責任は何か？」では，活動の発

表や実践（①本単元の振り返り②模造紙づくり③プレ

ゼンテーション④家庭での実践⑤「Action of UOI」を

テーマとした作文）を通して単元の学びを振り返った． 

「植物・自然・絶滅・生物・公害・生態系」のキーワ

ードを手がかりに学習してきたことを交流し，『生態

系を守るため』に実際に自分たちができる活動につい

て考えた． 

 まず，自分が実際にできると思う活動をポストイッ

トに書き出し，それらを各グループでカテゴリーごと

に分類した．【写真８・９】はその一部を示したもの

である．表５は各グループのカテゴリー一覧である．

表５からは，既習事項をリデュース・リユース・リサ

イクルなどSDGｓと関連付けて活動を考えていること，

自分・家・学校・社会などのコミュニティーごとに環

境保護のための活動を考えていることがわかる．プレ

ゼンテーションでは，各グループが模造紙を提示しな

がら，｢どのような意見が出たか｣｢どのようなカテゴリ

ーに分けたか｣などを発表した．発表の最後に必ず一人

ひとりが，夏休みに家庭で実践する活動として自分の
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グループで出た活動の内一つを選んで，発表した． 

表５ 各グループの模造紙で登場したカテゴリー 

グループ カテゴリー

１ ・自然 ・動物 ・3R ・学校 ・今まで

・これから ・知ったこと

２ ・生物 ・ボランティア ・ゴミ ・4R

・SDGs ・食べ物 ・まとめ

３ ・5Rについて ・みんなで出来ること

・SDGsの種類 ・家

４ ・今まで ・社会で出来る事 ・やっている

事 ・家，自分，学校で出来る事

 児童は夏休みにこの発表時に決めた自分の活動

(Action)を実際に行い，Actionを通して発見したこと

や疑問，感想などを作文にまとめた．表６は児童が実

際に夏休みに行った活動の一覧，表７はその感想をま

とめたものである． 

表６ 児童は実際に夏休みに行った活動 
カテゴリー 数 児童が実際に行った活動 
Reduce(リデュ
ース)発生抑
制：ごみを発生
させないこと 

５ ゴミを出すのを少なめにする． 
キッチンの汚れは流さずふき取る．

洗い物を増やさない． 

ものを入れる場所を作って，物を
なくさないようにする． 

週1回近所の道にある溝や公園の
ゴミを拾う． 

節電 ５ エアコンは使わないときには，な

るべく切っておく．

クーラーをたくさん使わない．

クーラーの代わりに扇風機を使う．

電気をあまりつけない． 

クーラーをかける時はドアを閉め
たり，家族で同じ部屋を使ったり
する．

Refuse（リユー
ス）断る：ごみ
になるものを断
ること

３ 食べ物は消費期限が近い方から食
べる． 

買い物をする時に，賞味期限が近
い方から買う． 

マイバックを使う．

Reuse（リユー
ス）再利用：も
のを繰り返し使
うこと

３ 短くなった鉛筆を最後まで使っ

て，ゴミをあまり出さないように
する．（3本の鉛筆を使い切った） 

シャツが少し破れていても着る．

物を大切に使う．（短い鉛筆を使
い切ったり，机の落書きを消す） 

ゴミの分別 ３ ゴミの分別をする． 

ゴミをちゃんと分別する． 

ゴミを分別すること． 

Recycle（リサイ
クル）再生利
用：資源として
再利用すること

２ 使い終わった服を雑巾として，台

所や床をふく． 

牛乳パックを使って本棚をつく

る． 

節水 １ 水を出しっぱなしにしない． 

表６からほとんどの児童が，「日常生活の中で継続

的にできる実践」を行っていることがわかる．これは，

本単元の「Sustainability is dependent upon the 

actions of individuals and communities（持続可能

性は個人やコミュニティーの行動様式に依存する）」

というセントラルアイデアの「行動様式」の変容に合

致する．  

表７ 活動後の児童の感想 

活動の感想 

児童F これからもUOIを頑張りたいです. 

児童H 

この夏休みが終わっても分別を続けようと思いまし

た.なぜならこの世界には資源は無限にはなくて限り

があるからです.僕はこの夏休み,分別をしてとても良

かったと思いました. 

児童K1 他にも環境に良くなる事をやってみようと思います. 

児童K2 物を大切にしてとても良かったと思います. 

児童K3 
普段からゴミの分別や他のこともしていこうと思いま

した. 

児童M 
僕が節水をして発見したことは水をあまり使わなかっ

たら気持ちよく感じられるということです. 

児童O 
私は環境が良くなってほしいと思う人が増えてほしい

です. 

児童S1 
これからも気をつけて環境にやさしいようになりたい

です. 

児童S2 家族や友達にもマイバックを進めていきたいです. 

児童S3 もっと節電していけたら嬉しいです. 

児童T1 また色々な工夫を考え出したいです. 

児童T2 
これからも出来るだけゴミを減らせるように頑張りた

いと思います. 

児童T3 

公園を使う人達のためにボランティアで掃除をしてく

れている人がいることを知り,私達もきれいに使うこ

とを心がけることが大切だと思いました. 

児童W とってもいい勉強になったと思います. 

活動後の感想では「他にも環境がよくなる事をやっ

てみようと思います」「繰り返していけば，いつか地

球環境が改善していくんじゃないかと思います」等，

持続可能性の実現に対して，児童に前向きな変容が見

られた．これは，UOIを中心として理科，社会，国語，

道徳を関連させ科学的，社会的，道徳的に「持続可能

性は個人やコミュニティーの行動様式に依存する」と

いうテーマに迫った結果であると言える． 

３－３. 単元の評価 

「⑥What are my responsibilities to sustain 

ecological balance? －生態系のバランスを維持する

ための私自身の行動の責任は何か？」でのプレゼンテ
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ーションが終わった直後に，本単元に関するアンケー

トを実施した。アンケートはGoogleフォームを活用し，

質問は以下の項目を実施した． 

 

① Unit2「Sharing the planet（この地球を共有する

ということ）」では，どのようなことを学びました

か？ 

② Unit2で思い出に残っている学習活動は何です

か？ 

③ 今，あなたはそれぞれのLearner Profile のどの

位置にいますか？ 

④ Unit2はどのくらい楽しかったですか？それはな

ぜですか？理由を書いてください． 

⑤ Unit2はどのくらい頑張りましたか？それはなぜ

ですか？理由を書いてください． 

 

質問①の回答で多く見られた特徴的な単語・言葉を，

まとめたものが表８である． 

 

表8 質問①の回答で多くみられた単語・言語 

単語・言葉 出現数 

生態系 11 

公害 6 

絶滅危惧種 5 

メダカ 2 

自然 1 

芦田川 1 

地球 1 

生き物 1 

自分だけならいいと思ってはいけないこと 1 

 

 「生態系」について学んだという意識が最も強い．

「⑥What are my responsibilities to sustain 

ecological balance? －生態系のバランスを維持する

ための私自身の行動の責任は何か？」において生態系

の維持を意識して，児童が活動に取り組んでいたこと

が予想できる．また，出現数は１であるものの「自分

だけならいいと思ってはいけないこと」という回答か

ら，道徳の授業が児童の行動に影響を与えていること

もわかる． 

質問②については，児童19名中12名が「社会科見学」

に関連する回答をしており，④「Why is there 

eco-logical imbalance? －なぜ生態系のアンバランス

が存在するのか？」における様々な体験活動が多くの

児童の印象に残っていることが分かった．他にも，「絶

滅危惧種について調べたこと」「一人一人が世界を大

切にする事」などの記述から，図書室での調べ学習や

道徳での学習も影響を与えていることが推察できる． 

質問③では，10の学習者像（探究する人・知識のあ

る人・考える人・コミュニケーションができる人・信

念をもつ人・心を開く人・思いやりのある人・挑戦す

る人・バランスのとれた人・振り返りができる人）に

ついて，児童がどのくらいそれぞれの学習者像に到達

していると感じているか把握するため，「①思わない

②あまりそう思わない③どちらともいえない④そう思

う⑤とてもそう思う」の選択肢の中から一つを選択す

るアンケートを行った．表９はこの質問を前の単元

（Unit１），表10は本単元後における調査結果をまと

めたものである．①～⑤それぞれの評価を選択した児

童数を表している． 

 

表９ Unit１（前単元）における学習者像の自己評価 

Unit１ 自己評価とその人数（人） 

学習者像/自己評価 ① ② ③ ④ ⑤ 

Communicators 1 1 5 9 3 

Open-minded 1 3 11 1 3 

Risk-takers 1 3 5 7 3 

Balanced 1 6 6 3 3 

Principled 1 5 6 5 2 

Thinkers 1 0 5 9 4 

Caring 1 6 3 8 1 

Knowledgeable 2 1 5 6 5 

Inquirers 1 5 4 3 6 

Reflective 1 3 5 8 2 

回答数 11 33 55 59 32 

 

表10 Unit2（本単元）における学習者像の自己評価 

Unit2 自己評価とその人数（人） 

学習者像/自己評価 ① ② ③ ④ ⑤ 

Communicators 0 2 7 8 2 

Open-minded 0 3 9 5 2 

Risk-takers 0 4 5 7 3 

Balanced 3 1 9 3 3 

Principled 0 4 7 4 4 

Thinkers 0 1 5 7 6 

Caring 0 1 8 6 4 

Knowledgeable 0 1 9 4 5 

Inquirers 0 6 7 4 2 

Reflective 0 3 7 6 3 

回答数 3 26 73 54 34 

 

Unit2では，Unit１に比べ明らかに「①思わない」の

回答数が減少している．「③どちらともいえない」の

回答数が最も多く，全体的に児童は「10の学習写像の

到達」に向けて成長途中であると認識していることが

わかる．  
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表10の「①思わない②あまりそう思わない③どちら

ともいえない④そう思う⑤とてもそう思う」の評価を，

①から⑤にかけて「1～5ポイント」とし回答数と掛け

合わせ，学習者像ごとにポイントを合計し，合計ポイ

ントが多い学習者像を上からから順に並べたものが表

11である．上位が，児童が到達していると認識してい

る学習者像である．「自分はThinkers（考える人）で

ある」と感じた児童が最も多く，続いて「Knowledgeable

（教養のある人）である」「Caringである（思いやり

のある人）」が後に続く．単元を通して生態系や植物

などについて考える機会を保障したことが「自分は

Thinkersである」という児童の意識につながったと考

えられる． 

表11 学習者像の到達度ランキング 

10 の学習者像 合計ポイント 

Thinkers 75 

Knowledgeable 70 

Caring 70 

Communicators 67 

Risk-takers 66 

Reflective 66 

Principled 65 

Open-minded 63 

Inquirers 59 

Balanced 59 

「自分はKnowledgeableである」は本やインターネッ

トでの調べ学習の成果から，「自分はCaringである」

は社会科や理科で環境汚染やそれに伴う人間への影響

を学んだり，道徳において人間が環境に与える影響を

心情的にとらえたりした経験に基づいていると推測で

きる． 

質問④⑤の回答結果を示したものが表12，13である．

質問④では本単元がどのくらい楽しかったかを「①楽

しくなかった②あまり楽しくなかった③どちらともい

えない④楽しかった⑤とても楽しかった」の選択肢の

中から選び，その理由を記述した．「楽しかった」の

回答数が最も多く，③「どちらともいえない」⑤「と

ても楽しかった」の回答数がそれに続く．①「楽しく

なかった」②「あまり楽しくなかった」と回答した児

童はいなかった．「楽しい」理由として，やはり社会

科見学や調べ学習などをあげる児童が目立った． 

質問⑤では本単元でどのくらい頑張ったかを「①頑

張らなかった②あまり頑張らなかった③どちらともい

えない④頑張った⑤とても頑張った」の選択肢の中か

ら選び，その理由を記述した．④「頑張った」の回答

数が最も多い．また①「頑張らなかった」②「あまり

頑張らなかった」と回答した児童はいなかった．調べ

学習をその理由とする意見が特に多かった．質問④⑤

の結果から，児童が主体的に調べ，経験的に学ぶ活動

を取り入れることが，活動の楽しさや頑張りにつなが

ることが実証できた． 

表12 「Unit2はどのくらい楽しかったですか？」に対する

結果 

Unit2 はどの
くらい楽しか
ったですか？ 

それはなぜですか？理由を書いてください 

とても楽しか
った 

（４人） 

社会科見学でいろんなことを学んだから． 
みんなで協力できたから． 

社会科見学などに行ったから． 
社会科見学でパックテスト(水質検査)をし
たこと． 

楽しかった 
（11 人） 

色々なアクティビティーができたから． 

色々なことを調べられたから． 

調べたりしたから． 

新しいことを知ったから． 

塾で習ったことの復習だと思ってやったか
らだと思う． 
社会科見学に行った時に魚を見れたから. 
パックテストや初めてのことができたから. 

生態系について色々なことを知れたから. 

自分が知らないことを知れたから. 
社会科見学に行ったから. 
社会科見学に行ったから. 

どちらともい
えない（４人） 

塾ですでに習ったから. 

普通だったから. 

調べてまとめるのが大変だった. 

楽しかったし楽しくなかったことがあった
から. 

表13 「Unit2はどのくらい頑張りましたか？それはなぜで
すか？」結果 

自分の頑張り 
それはなぜですか？頑張ったことや、理由
を書いてください 

とても頑張っ
た（４人） 

紙にまとめること 大事なところに線を引
いた. 
新しい SDGs を作ったから. 

頑張った事は、iPad で調べたり図書室に行
って調べたりした事. 
絵を描くこと. 

頑張った 
（12 人） 

たくさんのことを調べたから. 
みんなで協力してやったから. 

今までよりも沢山のことを考えたから. 
本やインターネットを沢山使ったから. 
ポスターを作ることを頑張った. 

全体的に頑張った. 
たくさんいろんなことを調べたから. 
前のことを思い出したから. 

いろいろなことをした. 
図書室で生態系について調べたこと. 
いろいろなサイトを見てまとめたから. 

ポスターを書いた. 

どちらともい
えない（３人） 

普通だったから. 
所々適当だった. 

メダカはなぜ絶滅危惧種になったのか調べ
たこと.
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３－４. 本実践の成果と課題 

第1の成果としてまず,｢主体的･対話的で深い学び｣

の達成が挙げられる.TDTを軸とし,各教科を柔軟かつ,

横断的に編成した単元設計を行った結果，児童の興味

関心や,地域の環境に深く根差した学習を保障するこ

とができた．実際の授業では，児童間の話し合いや教

え合いが自然に生まれ,児童が中心となって学習が進

んでいった．また，担任と児童,他の教員(図書館司書

など)や地域社会,家庭等様々な人々と関わる活動を効

果的に取り入れた本単元は,「社会に開かれた教育課

程」の具体的な事例の１つになりうる． 

第２は,本単元での学びが児童の｢生きる力｣の育成

に結びついた点である．調べ学習や体験活動を通して

新たな知識を積み重ねていくことで，生態系に関わる

児童の言葉が徐々に増え,環境を思いやる心情が顕著

に表現されるようになった．また,習ったことをただ覚

えるのではなく,自分事として生活の中に生かし,自ら

の｢行動様式｣を前向きに変えていこうとするよう態度

も見られた． 

 第３は,学習者像における非認知的能力を,児童の自

身の自己評価を通して,定量的に分析できたことであ

る.これまでは特に，班活動や係活動，帰りの会の｢一

日の振り返り｣等の場面で，児童の「10の学習者像」の

達成を目指してきた．学級全体として一定の効果は見

られたものの,具体的な一人ひとりの児童の学習者像

の達成度は明確ではなかった。本単元において，児童

自身による学習者像の自己評価を行い，その結果を分

析したことで，児童の現在の達成度を理解するととも

に，今後取り組むべき課題もまた明確となった． 

 一方で,課題として以下の点があげられる． 

１つは授業時間の調整である.本校はPYP実施校であ

りながら,一条校でもある.そのため,当然ながら学習

指導要領に定められた内容も実施しなければならない.

本単元では,柔軟なカリキュラム編成を行ったが，それ

でも国語科｢大造じいさんとガン｣に取り組む時間を削

るなどの時間調整の必要にせまられた．今後，より柔

軟で効果的なカリキュラム調整の方法を検討する必要

がある． 

 もう１つは，評価の観点である.PYP実施校においても，

学習指導要領の示す目標の達成を児童に保障しなけれ

ばならない．しかし，それらの目標とIBのルーブリッ

クをもとにしたパフォーマンス評価は若干ずれている

点もあるため，結果として評価項目が膨大になる． 学

習指導要領とIB教育の目標・評価のすり合わせが今後

の課題である． 

（髙橋 周平） 

４． 国際バカロレア教育が学校教育改革に与える示唆 

「10の学習者」を教育の目標に置いたIBのカリキュ

ラム・マネジメントによって，児童に以下のような資

質・能力が形成されたことが，実践結果からうかがえ

る． 

 １つは学んだことを関連付けて，新たな課題に向か

う姿勢である．児童はLine１「生態系を維持するため

の様々な要因」において様々な情報ソースを活用し，

獲得した情報や知識をもとに，Line２「生態系維持の

ための生命体の相互依存」の川や資料館の見学・調査

に取り組んでいる．さらにはこれらの体験的な学びと，

理科のメダカの生態，社会科の公害（自然環境と人間

の生活），国語の説明文教材「固有種が教えてくれる

こと」等の学習から得た知識を，「環境」を軸として

関連付け構造化している．知識のみならず，道徳学習

を通して，環境に対する自らの見方・考え方，価値観

をも成長させている．これらのすべての学習の成果が

児童の中でつながり，児童の行動「Action」に具体化

している． 

 もう１つは，子ども自身が「目指す学習者像」を意

識し，それを振り返り自己理解を深めている点である． 

Unit1，Unit2の学習後に「10の学習者像」の自己評価

を行うことで，児童は自分の学びを振り返るだけでな

く，自分のよいところ成長したところ，さらには足り

ないところ課題点を自覚し，次の学習への課題を持つ

ことが予想される．このようなカリキュラム・マネジ

メントこそが，「学ぶことの楽しさや意義」や「自分

の判断や行動がよりよい社会づくりにつながるという

意識」を児童に保障することになろう． 

 これらの分析を踏まえて，国際バカロレア教育が学

校教育改革に与える示唆として以下の2点を提案した

い． 

 第1は「知識・技能の習得」を是とする教育観からの

脱却である．多くの現場教師にとっての「責務」とは，

限られた時間内に教科書の内容を，効率的かつ効果的

に教えることである．「よい教育についての規範的な

問いを，プロセスの効率性や効果性についての技術的

で管理的な問いに置き換えている」とビースタ

（Biesta:2016）が指摘するように，多くの教師は「（決

められた内容を）どのように教えるか」については熱

心に研究するが，「なぜ教えるのか」について追究す

ることはほとんどない．一人一人の教師が「知識・技

能の習得」を当たり前のもの，当然のこととして捉え

るのではなく，「なぜ必要か」考えることが教育改革

には必要である．コンピテンシーベースに基づく，IB

教育の「10の学習者像」は，既存の「知識・技能の習
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得」，すなわちパフォーマンスベースの教育観からの

脱却の示唆となり得る考えである． 

 第２は教科の分科の見直しである．国語は国語，算

数は算数，理科は理科，社会は社会と教科間に境界線

を引くのではなく，関連的・学際的な教科の在り方を

志向する段階にきているのではないか．そもそもある

一分野の教科の知識のみでは，「生きて働く知識」と

はならない．社会問題は様々な要因が複雑に絡み合い，

関連し合って生じているものである. それぞれの分野

の知識を効果的に関連させてこそ，有効な解決策を導

き出せる．これまでは「活用するにはまず知識の習得

が重要」という考えのもと，知識の習得を目指す学習

が行われ，「学んだ知識をどう関連させるか」につい

ては学習者自身に委ねられてきた．その結果，児童が

学習に意義を見出せず「学びからの逃走」（佐藤：2000）

が生じたのは周知の事実である．これからの学校教育

は知識のみならず，「知識の関連のさせ方」も教えて

いく必要があるのではないか．ＩＢ教育の「PYPカリキ

ュラムの枠組み（知識部門の６テーマ）」「セントラ

ルアイデア」「Lines of Inquiry及び, キーコンセプ

ト」というカリキュラム・マネジメントの手法は，教

科をひとつのテーマのもと関連させ，連動して働かせ

る上で，参考となるものである． 

 新学習指導要領では学校・地域・児童の特性を考慮

したカリキュラム・マネジメントの必要性を示してい

る．これをそれぞれの学校，教師がどうとらえ，実践

するかが，今後の学校教育改革の鍵となる． 

（紙田 路子） 
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